










当研究班の研究課題は,先天代謝異常症その他の疾患の早期発見のための,マス・スクリー

ニング法の開発と,現在行われている新生児スクリーニングの改善のための研究である。 

Ⅰ)新しいマス・スクリーニング法の開発としては,まず酵素免疫測定法(以下 EIA法と略す

)の,新生児スクリーニングヘの導入である。クレチン症(先天性甲状腺機能低下症)は,新生

児スクリーニングのもっとも重要な対象であり,濾紙血中の甲状腺刺激ホルモン(TSH),あ

るいはサイロキシン(T4)を,ラジオイムノアツセイ(RIA)で測定する方法が採用されている

。わが国では,TSH の測定が推しようされている。しかし,RI を使用するため,TSH測定のス

クリーニングを実行しえないスクリーニングセンターが少なくない。 


